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海外現地取引におけるEDIの国際標準化について

[bookmark: _GoBack]名称：ジャストインタイム製造プロセス

範囲：海外現地取引にも適用可能なジャストインタイム製造プロセスおける国連CEFACT標準に準拠したEDIメッセージ仕様

国連CEFACTへの提案
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
BIE Requirements for Manufacturing Process supporting Scheduled Just In Time delivery:
	Support Supply Chain hierarchy.
	Support buyer supplied products.
	Adapting business practices for SME manufacturer.


国際化のために必要となる情報項目
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No. フィールド名 説明 タイ インドネシア 北米 欧州 JAMA・JAPIA

1 税率（VAT） 税込み価格を計算するため ● ● ● ● ● 

※1

2 価格単価（整数） 納入指示以降は製品単価も必要となるため ● ● ● ● ● 

※2

3 価格単価（小数点位置） 国ごとに価格の小数点以下の桁数が違っているため ● ● × × ×

4 価格単位コード 国ごとに価格の単位が異なっているため ● ● × × ×

5 価格単位名 国ごとに価格の単位が異なっているため ● ● × × ×

6 内示承認 内示の受注に対する承認行為が必要となるため ● ●

（メール連絡）

× × × 

※3

7 内示承認日時 内示のFORECAST発行にて必要となるため ● ●

（メール連絡）

× × × 

※3

8 受注承認 納入指示の受注に対する承認行為が必要となるため ● ●

（メール連絡）

× × × 

※3

9 受注承認日時 納入指示の注文書発行にて必要となるため ● ●

（メール連絡）

× × × 

※3

10 INVOICE番号 納品書兼請求書発行の際に必要となるため ● ● ● ● ×

11 源泉徴収区分 納品書兼請求書発行の際に必要となるため ● × × － 

※4

×

※1. JAMA/JAPIAの項目として存在するが、使用するメッセージ種類に違いがある。（JAMA/JAPIA：確定内示、支給、納入指示、支払　⇔　国際EDI：納入指示、出荷、検収、請求、支払）

※2. JAMA/JAPIAの項目として存在するが、使用するメッセージ種類に違いがある。（JAMA/JAPIA：支払　⇔　国際EDI：納入指示、出荷、検収、請求、支払）

※3. JAMA/JAPIAの項目として存在しない。受注者が承認するというビジネスプロセスが無いため、メッセージ種類としても存在しない。

メッセージ種類：注文(DELFOR)、納入指示(DELJIT)、納期回答(OSTRPT)、出荷実績(DESADV)、受領実績(RECADV)

※4. DAE訪問時に確認実施予定


